
　今回の特集で市内の神社を巡り、こ
の世の中が「人の技」だけで成り立つも
のでないことを改めて実感しました。又
菊屋さんの好奇心溢れる活動にサン・
テグジュペリ（星の王子様の著者）の言
葉を思いました。「人間は最初は子供
だった、だがこのことを覚えている人は
少ない」。

人形劇団赤いりんご主宰菊屋敏子大阪狭山に生きる人大阪狭山に生きる人
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市
の
シ
ン
ボ
ル
・
市
民
の
憩
い
の
場

狭
山
池
。四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し

み
な
が
ら
時
に
は
癒
さ
れ
な
が
ら
歩

く
大
好
き
な
場
所
で
す
。正
面
入
り

口
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
桜
の
紅
葉

で
す
。 堤

　
仁
美 

（
大
阪
狭
山
美
術
協
会 

会
員
）

（
ア
ク
リ
ル
画
）

「
紅
葉
の
狭
山
池
」

表
紙
の
こ
と
ば

編集後記

と

2017 神ってる！ 狭山の氏神さま2017 神ってる！ 狭山の氏神さま特集特集
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掲示板

「水」を意味するAGUAがお気に入りの
私です。「水」の結晶がどこかに入って
いたら素敵ですね。
大阪狭山市狭山 I様（64才）

私はサヤカホールへ行った時もらってきます。大阪狭
山市の優秀な人が沢山おられるのにびっくり致します。
私の地区にも陶芸を頑張っておられる人がいます。
大阪狭山市山本東 M様（77才）

「カーボンチェア」の軽くて薄くて体の動きに
フィットするイス。一度体験してみたいです。し
かも70歳からの挑戦、すばらしいですね。
富田林市錦織南 N様（68才）

楽しく拝見しています。サヤカホールで新しい
号をもらってクイズに挑戦しています。
大阪狭山市山本東 M様（76才）

問合先：072-365-7796（菊屋敏子）

vol.08
読者の声
vol.08
読者の声

掲示板ご利用ご希望の方はAGUA広告担当迄 TEL.072-365-8700（松平）

エッセイ 「絵を描く」色も形も思いのままに　三谷 瑞江

自転車de GO! GO!

大阪狭山市グルメリポート 「鉄板ダイニング 夢元」

CROSS WORD PUZZLE

AGUA掲示板

長年住んでいる大阪狭山市ですが、新しい発見
が沢山あります。身心共に活性化されています。
大阪狭山市池之原 T様（82才）

／無料
／狭山池博物館ホール（２階）

参加費
場　所

／96名（当日先着順）
／小学生・親子

定　員
対　象

〈あらすじ〉
狭山池の堤を五兵衛さんが歩いていると美しい娘が泣いておりました。
わけを聞くと、池の中に鍬を落としたので、取ってきてほしいとの事、
でも池は深くて取れそうもありません。すると娘が何とかすると言って…
狭山の民話を脚色しました。

平成29年３/１９（日）
春休み子ども劇場

（狭山池の龍） （人形劇団赤いりんご）

★アートバルーンショー

★人形劇 狭山池伝説「金のうろこ」

楽しい音楽に乗って風船でお花や動物など作ります・

大阪狭山市文化協会まつり

音楽のひろば
／800円（ケーキセット付）
／SAYAKAホールコンベンションホール
／前田幸子（ヴァイオリン）他

平成29年2/19（日）
入場料
場　所
ゲ ス ト

13：00～15：00

大阪狭山市三曲協会
定期演奏会
※三曲とは「琴・尺八・三弦（三味線）」をいいます

／無料
／SAYAKAホール小ホール

平成29年4/8（土）
入場料
場　所

12：30～

邦楽ふれあいコンサート
春の宴

／無料
／SAYAKAホールコンベンションホール

平成29年3/5（日）
入場料
場　所

13：30～

14：00～15：00



特集

神って
る！

狭
山
の

氏
神

三都神社
熊野三所権現
鎮座地　大阪狭山市今熊五丁目六四七
祭　神　伊奘諾尊　伊奘冊尊　須佐之男尊
別　宮　三都戎神社　戎大神

南海高野線「金剛駅」より南海バスに乗り換え
「帝塚山大学前」下車 徒歩5分

菅生神社
菅生天満宮
鎮座地　大阪府堺市美原区菅生一七八ノ一
祭　神　主神　天児屋根命　菅原道真
　　　　配祀　天照大神　素盞嗚尊
　　　　　　　安閑天皇　誉田別命

南海高野線「北野田駅」より近鉄バスに乗り換え
「菅生神社前」下車 徒歩3分

2017

狭山神社（狭山堤神社）
鎮座地　大阪狭山市半田一丁目二二三
祭　神　主神　天照大神　素盞鳴命
　　　　配祀　臣狭山命　天児屋根命
　　　　　　　大山祇神　稲田姫命
摂　社　狭山堤神社　印色入日子命

南海高野線「金剛駅」より徒歩5分

〝
神
っ
て
る
〞昨
年
日
本
の
プ
ロ
野
球
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
で
優
勝
し
た

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
緒
方
監
督
が
思
わ
ず
口
に
し
た
言
葉
で
す
が
、

今
年
も
神
社
は
好
天
気
の
下
、初
詣
の
人
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

お
賽
銭
を
投
げ
入
れ
今
年
の
息
災
を
祈
願
し
、家
族
や
恋
人
と
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
、

お
神
籤
を
引
い
て
は
喜
ん
だ
り
が
っ
か
り
し
た
り
、日
本
の
お
正
月
風
景
は
神
社
に
あ
り
ま
し
た
。

I
T
技
術
が
飛
躍
的
に
進
化
し
、更
に
A
I（
人
工
知
能
）や
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
が
進
み
、

こ
れ
か
ら
人
間
は
人
間
自
身
を
ど
う
保
っ
て
ゆ
く
の
か
…
…

そ
ん
な
社
会
情
勢
に
戸
惑
う
時
、神
社
の
存
在
は

日
本
の
新
年
の
聖
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
場
所
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

昨
年
大
阪
狭
山
市
は
狭
山
池
築
造
1
4
0
0
年
の
年
と
し
て
そ
の
歴
史
的
認
識
と
文
化
価
値
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
号
は
狭
山
池
と
変
わ
ら
ぬ
歴
史
を
持
ち
、こ
の
狭
山
の
地
の
産
生
神（
う
ぶ
す
な
が
み
）、

氏
神
さ
ま
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
神
社
を
特
集
し
ま
す
。

神
社
の
歴
史
や
由
緒
に
つ
い
て
は
夫
々
の
社
の
宮
司
さ
ん
に
、

又
大
阪
狭
山
市
教
育
委
員
会
の
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ
主
査
学
芸
員
吉
井
克
信
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

さま
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狭
山
神
社

【
解
説
】

　

祭
神
は
、天
照
大
神
・
素
盞
鳴
命

（
牛
頭
天
王
）を
主
神
と
し
、臣
狭
山

命
・
天
児
屋
根
命
・
大
山
祇
神
・
稲
田

姫
命
を
配
祀
し
て
い
ま
す
。平
安
時
代

の「
延
喜
式
」神
名
帳
に
も
出
て
く
る

狭
山
郷
の
鎮
守
社
で
す
。こ
の
う
ち
臣

狭
山
命
は
、「
臣
狭
山
命
」つ
ま
り
広
大

な
狭
山
池
そ
の
も
の
を
神
格
化
し
た

「
大
狭
山
命
」で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明

し
た
栄
原
永
遠
男
氏
に
よ
る
最
新
研

究
が
あ
り
ま
す
。（「
大
阪
狭
山
市
史 

第
一
巻 

本
文
編
通
史
」ほ
か
）。

　

創
建
の
年
代
は
不
詳
で
す
が
、狭
山

池
の
築
造
以
前
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　

境
内
に
は
、摂
社
で
あ
る
狭
山
堤
神

社
・
稲
荷
神
社
・
戎
神
社
と
、末
社
の

埴
土
社
・
岐
社
・
岳
主
社
・
足
玉
社
・
水

本
社
が
並
ん
で
い
ま
す
。拝
殿
奥
の
履

屋
に
あ
る
本
殿
は
、一
間
社
春
日
造

で
、正
面
中
央
部
に
軒
唐
破
風
を
設
け

て
い
ま
す
。明
治
維
新
ま
で
半
田
村
牛

頭
天
王
社
と
も
称
し
ま
し
た
。境
内
と

背
後
に
広
が
る
森（
社
叢
）の
一
帯
に

は
、か
つ
て
半
田
城
と
い
う
中
世
城
郭

が
あ
り
ま
し
た
。神
社
周
辺
に
は
、城

郭
に
か
か
わ
る
小
字
地
名
も
残
り
、狭

山
高
校
生
が
通
る
北
側
の
急
坂
は

「
シ
ロ
ノ
サ
カ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

祭
日

1
月
1
日　

元
旦
祭

1
月
10
日　

戎
祭

7
月
13
日　

夏
季
大
祭

10
月
10
日　

秋
季
大
祭

通
称　

半
田
の
大
宮

【
解
説
】

　

祭
神
は
、伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
・

素
盞
嗚
尊
で
す
。境
内
に
春
日
社
・
初

辰
大
神
・
熊
野
三
宝
荒
神
・
稲
荷
大

神
・
毘
沙
門
天
堂
・
吉
祥
水
天
宮
・
祖

霊
社
・
三
都
戎
神
社
が
あ
り
ま
す
。本

殿
は
、一
間
社
流
造
で
正
面
中
央
に
は

千
鳥
破
風
を
設
け
て
い
ま
す
。今（
最

近
勧
請
し
た
）熊
野
社
を
意
味
す
る

「
今
熊
野
」が
地
区
名
の
由
来
で
す
。背

後
に
あ
る
陶
器
山
の
尾
根
筋
を
通
る

天
野
街
道
と
西
高
野
街
道
ぞ
い
に
は
、

熊
野
三
所
権
現
を
ま
つ
る
池
之
原
神

社
・
熊
野
社（
堺
市
南
区
岩
室
）・
三
都

神
社
が
点
在
し
て
い
ま
す
。か
つ
て
天

野
山
金
剛
寺
か
ら
蔵
王
峠
を
越
え
、紀

ノ
川
を
渡
っ
て
慈
尊
院
か
ら
町
石
道
を

通
り
、高
野
山
を
経
て
小
辺
路
を
通
る

経
路
で
熊
野
へ
参
詣
し
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。昭
和
40
年
代
半
ば

か
ら
の
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に

よ
っ
て
大
き
な
転
機
を
迎
え
、転
入
し

て
き
た
住
民
た
ち
の
氏
神
に
な
り
、参

詣
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。

一
年
で
一
番
の
賑
わ
い
は

え
べっ
さ
ん
の
餅
ま
き

　

1
月
10
日
に
は
境
内
いっ
ぱ
い
に
近

隣
の
人
々
が
集
ま
り
ま
す
。

　

夕
方
4
時
、少
し
薄
暗
く
な
っ
た
境

内
で
す
が
、餅
ま
き
を
今
か
今
か
と
待

ち
わ
び
た
人
た
ち
が
、氏
子
さ
ん
が
や

ぐ
ら
か
ら
ま
く
餅
に
歓
声
を
あ
げ
飛
び

つ
き
ま
す
。手
を
広
げ
る
人
、袋
を
大
き

く
広
げ
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
人
な
ど
、福
の

お
裾
分
け
を
い
た
だ
い
た
人
た
ち
は
、

お
参
り
を
し
、福
引
や
福
笹
を
買
い
、に

こ
や
か
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

狭
山
堤
神
社

　

狭
山
神
社
の
境
内
に
鎮
座
す
る
摂

社
の
ひ
と
つ
で
、実
は
、狭
山
神
社
・
菅

生
神
社
と
と
も
に「
延
喜
式
」神
名
帳

に
出
て
く
る
由
緒
あ
る
神
社（
式
内

社
）で
、狭
山
池
北
堤
の
下
に
あ
る
古

代
築
造
の
巨
大
な
堤
を
神
格
化
し
た

神
を
ま
つ
っ
て
い
ま
す
。「
タ
カ
ラ
ヒ
」す

な
わ
ち
堤
に
高
々
と
設
置
さ
れ
た
樋

を
管
理
し
た
の
が
、狭
山
池
を
神
格
化

し
た「
臣
狭
山
命
」を
祖
と
す
る
古
代

氏
族
の
う
ち
の
中
臣
高
良
比
連
で
す

（「
市
史
通
史
」）。拝
殿
は
狭
山
神
社

拝
殿
の
向
か
っ
て
左
側
に
あ
り
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
三
都
戎

　

戎
本
殿
に
は
エ
ビ
ス
さ
ん
を
呼
ぶ
た

め
の
板
と
ト
ン
カ
チ
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。「
戎
さ
ん
は
耳
の
遠
い
神
様
で

す
。ご
用
の
際
は
、ト
ン
カ
チ
で
叩
い
て

お
呼
び
出
し
く
だ
さ
い
」と
書
か
れ
て

い
ま
す
。お
耳
が
遠
い
神
様
に
、お
願
い

事
の
念
押
し
の
た
め
に
叩
く
と
い
う
い

わ
れ
が
あ
る
そ
う
で
す
。参
拝
の
方
が

叩
く
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
い
う
乾
い
た
音
が

静
か
な
境
内
に
響
き
ま
す
。

　

天
野
街
道
を
歩
く
ハ
イ
カ
ー
が
道

標
を
見
て
立
ち
寄
る
こ
と
も
多
い
と
い

い
ま
す
。陶
器
山
を
背
に
木
々
に
囲
ま

れ
た
空
間
に
身
を
浸
し
、し
ば
し
休
息

す
る
姿
を
よ
く
見
受
け
ま
す
。神
社
の

裏
の
森
は
、大
阪
狭
山
市
の
保
存
指
定

樹
林
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
神
社
の
宮
司
さ
ん
は
船
津

裕
さ
ん
で
す
が
、療
養
中
の
た
め
、ご
子

息
で
会
社
員
の
裕
之
さ
ん
、妻
の
朋
子

さ
ん
が
神
職
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

20
年
前
、裕
之
さ
ん
の
妻
と
し
て
嫁

い
で
き
た
朋
子
さ
ん
で
す
が
、約
3
年

前
に
神
主
の
資
格
を
取
得
し
、権
禰
宜

（
ご
ん
ね
ぎ
）と
し
て
、平
日
の
業
務
を

こ
な
さ
れ
て
い
て
、女
性
な
ら
で
は
の

優
し
い
雰
囲
気
で
参
拝
者
を
暖
か
く

迎
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
と
り
も
つ
」と
い
う
喜
び

　

ご
依
頼
が
あ
れ
ば
お
宮
参
り
や
七
五

三
、安
産
祈
願
な
ど
の
ご
祈
祷
も
し
ま

す
。「
神
さ
ま
と
、お
願
い
事
を
す
る
方

と
を
つ
な
ぐ
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。と
に
か
く
心
を
こ
め
て
お
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」と
。ま
た
、朋
子

さ
ん
は「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、静
か

で
い
い
雰
囲
気
の
神
社
で
す
ね
」そ
う
言

わ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
と
話
し
ま
す
。

　

夫
婦
和
合
、縁
結
び
の
神
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
て
、地
元
の
か
た
か
ら
は
親

し
み
を
こ
め「
さ
ん
と
さ
ん
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

山
崎 

修 

宮
司

　

当
社
の
氏
子
さ
ん
は
親
の
代
、そ
の

前
の
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
方
が

多
く
、例
祭
の
手
伝
い
や
社
殿
改
修
の

寄
進
等
常
に
自
ら
申
し
出
て
下
さ
り
、

礼
儀
正
し
く
信
仰
心
の
厚
い
人
達
な

の
で
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。世
の
中
が

無
信
仰
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
云
わ

れ
ま
す
が
、私
は
未
だ
そ
う
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。社
と
し
て
特
殊
な

こ
と
は
本
社
境
内
に
入
色
入
彦
命（
印

色
入
日
子
命
）を
祭
神
と
す
る
狭
山

堤
神
社（
式
内
社
）を
摂
社
と
し
て

奉
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

三
都
神
社

熊
野
三
所
権
現 （式内大社）

稲荷社・初辰社・春日社稲荷社・初辰社・春日社

稲荷神社稲荷神社水本社水本社

足玉社・狭山堤神社・岳主社足玉社・狭山堤神社・岳主社

大
阪
み
ど
り
の
百
選
に
も
選
ば
れ
ている
こ
の
社
は
、

居
並
ぶ
社
殿
の
背
に
深
々
と
し
た
緑
に
繁
る
森
が
立
ち
上っていて
、

境
内
に
立っている
と
静
け
さ
と
清
冷
な
空
気
に
ひ
た
さ
れ
、

いつ
ま
で
も
其
処
に
居
たい
動
き
た
く
ない、そ
ん
な
思い
を
さ
せ
る
場
所
で
す
。

そ
の
緑
の
背
の
真
後
ろ
が
南
海
高
野
線
の
金
剛
駅
と
は
誰
も
想
像
し
ないでしょ
う
。

かつて
高
野
詣
で
熊
野
信
仰
が
栄
え
た
こ
ろ
、天
野
街
道
を
通
り
、

紀
州
熊
野
に
向
か
う
人
が
多
く
こ
こ
に
参
詣
し
た
こ
と
か
ら
別
名
熊
野
神
社
と
も
呼
ば
れ
てい
ま
す
。

の
ど
か
な
住
宅
地
を
後
に
し
、手
水
舍
か
ら
石
段
を
上
る
と
鎮
守
の
森
が
広
が
り
ま
す
。正
面
に
立
派
な
拝
殿
が
あ
り
ま
す
。

2017年1月10日戎祭2017年1月10日戎祭船津 裕之 氏船津 裕之 氏

三都戎神社三都戎神社 山崎 修 宮司山崎 修 宮司
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菅
生
神
社

菅
生
天
満
宮

小
川 

幸
紅（
お
が
わ
さ
ち
こ
）

（
社
）日
本
美
術
家
連
盟
会
員

大
阪
狭
山
美
術
協
会
会
長

◯
大
阪
芸
術
大
学
芸
術
学
部
美
術
学
科
絵
画
専
攻

　

卒
業
後
、陶
工
十
三
代
柿
右
衛
門
の
も
と
赤
絵
を
学
ぶ
。

◯
1
9
8
4
年
、シュル
リ
ア
リ
ス
ム
系
美
術
展
に

　

神
話
を
モ
チ
ー
フ
に
作
品
発
表
。以
後
毎
年
出
品
。

◯
2
0
1
1
年
、サ
ヤ
カ
ホ
ー
ル
に
て
参
加
型
現
代
ア
ー
ト

　
「
ア
ー
ト
か
た
ち
い
ろ
い
ろ
展
」以
後
毎
年
開
催
。

◯
現
在
に
至
る
。

狭
山
の
神
社
を
訪
れ
て
、各
社
の
祭
神
に
天
照
大
神
、須
佐
之
男
尊（
素
盞
嗚
尊
）が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

日
本
の
神
々
の
ル
ー
ツ
が
古
事
記
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、ア
ニ
ミ
ズ
ム
世
界
を
描
く
画
家
、

小
川
幸
紅
さ
ん
に
こ
の
二
柱
の
神
さ
ま
を
作
品
と
し
て
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
プ
ロ
フィ
ー
ル

私
に
と
っ
て
神
々
の
中
で
愛
す
べ
き
神
は
ス
サ
ノ
オ（
建
速
須
佐
之
男
命
）で
あ
る
。

人
間
く
さ
さ
と
い
う
点
で
は
、わ
が
ま
ま
、誤
解
、乱
暴
、等
々
、

ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
人
間
像
を
想
起
さ
せ
る
。

し
か
し
な
が
ら
彼
が
神
の
神
た
る
所
以
は

何
と
いっ
て
も
五
穀
食
物
の
契
機
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、女
性
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
命
を
助
け
る
た
め
に

大
蛇
に
立
ち
向
か
う
勇
ま
し
さ
と
、

彼
女
と
結
婚
と
い
う
形
式
を
初
め
て
整
え
た
と
い
う
の
も

ス
サ
ノ
オ
と
は
驚
き
と
共
に
興
味
深
い
。

神
々
た
ち
を
思
う
時
、

我
々
自
身
に
神
々
た
ち
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ス
サ
ノ
オ

【
解
説
】

　

天
神
講
と
い
う
特
徴
的
な
民
俗
が

あ
る
東
野
地
区
は
、狭
山
神
社
・
三
都

神
社
で
は
な
く
、菅
原
道
真
公（
天
神

様
）を
ま
つ
る
菅
生
神
社（
堺
市
美
原

区
菅
生
）の
氏
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。明

治
後
期
の
神
社
合
祀
ま
で
東
野
に
あ
っ

た
大
歳
神
社
も
、現
在
は
菅
生
神
社
の

境
内
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

中
世
東
野
に
狭
山
荘
と
野
田
荘
が
入

り
組
ん
で
い
て
、両
方
の
荘
園
に
属
し

て
い
た
こ
と
の
な
ご
り
で
す
。東
野
の
氏

神
さ
ま
が
菅
生
神
社
と
い
う
の
は
、中

世
に
菅
生
神
社
が
野
田
荘
の
惣
社
と

な
り
、堺
市
域
の
西
野
・
北
野
田
・
南
野

田
と
と
も
に
菅
生
神
社
の
信
仰
圏
に

入
っ
て
い
た
大
切
な
証
拠
で
す
。そ
れ
で

も
田
畑
へ
の
水
利
・
潅
漑
は
、土
地
の
高

低
差
の
関
係
で
一
貫
し
て
狭
山
荘
か
ら

流
れ
て
く
る
水
を
農
業
用
水
と
し
て
利

用
し
た
た
め
、最
終
的
に
東
野
の
住
民

た
ち
は
、狭
山
荘
に
属
す
る
こ
と
を
選

ん
だ
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

祭
神
は
、天
児
屋
根
命
と
菅
原
道

真
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
地
一
帯
は
中
臣

氏（
藤
原
氏
）の
出
身
者
が
多
数
住
ん

で
い
て
、地
名
か
ら
菅
生
を
名
乗
る
よ

う
に
な
り
、そ
の
菅
生
氏
の
祖
神
天
児

屋
根
命
を
祀
っ
て
氏
神
と
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
て
、合
わ
せ
て
天
照
大
神
・

素
盞
嗚
尊
・
安
閑
天
皇
・
誉
田
別
命
を

祀
っ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
以
降
は
天

神
さ
ま
の
方
が
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

桧
皮
葺
の
本
殿
は
、江
戸
時
代
初
期
の

建
物
で
す
。スサノオとアマテラス

イニシキノイ
リヒコノミコ

ト

五十瓊敷入
彦命

（印色入日
子命）

高天原大騒乱 2003 油彩 キャンバス （左：スサノオ　右：アマテラス）

（式内社）

大
阪
狭
山
市
の
最
東
端
東
野
地
区
が

堺
市
美
原
区
と
接
し
てい
る
境
界
線
を

一
歩
堺
側
に
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
神
社
で
、

そ
の
土
地
の
地
名
菅
生
を
社
名
に
取
り

菅
生
神
社
と
称
し
てい
る
が
、

そ
こ
が
菅
原
道
真
公
の
出
生
の
地
で
あ
る
とい
う

伝
説
に
よ
り「
菅
生
天
満
宮
」の
名
で
も
有
名
で
す
。

ま
と
め

う
じ

う
ぶ
す
な
が
み

　

今
回
は
狭
山
の「
氏
神
さ
ま
」を
テ
ー

マ
に
大
阪
狭
山
に
鎮
座
す
る
主
た
る
神

社
を
見
て
き
ま
し
た
が
、そ
も
そ
も
氏

神
と
は
氏
の
祖
先
の
霊
を
神
と
し
て

祀
っ
た
も
の
で
、も
と
は
家
々
の
神
、そ

の
氏
の
神
の
こ
と
で
、例
え
ば
藤
原
氏

の
神
、大
伴
氏
の
神
と
い
う
よ
う
に
そ

の「
氏
」を
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
し

た
。そ
れ
が
後
世
に
な
り
住
む
土
地
の

鎮
守
の
社
即
ち
産
生
神
と
し
て
氏
族

神
か
ら
土
地
神
と
な
り
そ
の
地
の
氏
神

と
し
て
土
地
の
人
々
の
願
い
事
や
感
謝

を
捧
げ
る
宮
と
な
っ
た
と
い
う
の
が「
氏

神
さ
ま
」の
ル
ー
ツ
の
よ
う
で
す
。土
地

と
人
間
の
結
び
つ
き
の
接
点
と
し
て
、

又
人
の
心
の
拠
り
所
と
し
て「
氏
神
さ

ま
」は
こ
れ
か
ら
も
そ
の
土
地
の
大
切

な
存
在
と
し
て
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て
ゆ

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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菊
屋 

敏
子

Toshiko
KIKUYA

　

早
速
菊
屋
敏
子
さ
ん（
以
後
菊
屋

さ
ん
と
呼
び
ま
す
）の
出
演
す
る
大

阪
狭
山
市
茱
萸
木
の
フ
ァ
ン
ズ
ガ
ー

デ
ン
を
訪
ね
ま
し
た
。子
ど
も
達
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
数
々
の
楽
し
い
催
し
物

が
あ
り
ま
し
た
。歌
や
楽
器
の
演
奏

が
終
わ
っ
て
い
よ
い
よ
人
形
劇
団
赤
い

り
ん
ご
の
人
形
劇
が
始
ま
り
ま
す
。

手
作
り
の
舞
台
装
置
に
手
作
り
の
人

形
、黒
子
で
人
形
を
操
る
の
は
菊
屋

さ
ん
初
め
団
員
た
ち
2
名
、菊
屋
さ

ん
と
で
3
名
で
す
。菊
屋
さ
ん
は
こ
の

劇
団
の
代
表
で
脚
本
・
演
出
・
音
楽
・

声
の
出
演
全
て
を
演
り
ま
す
。こ
の

日
の
演
目
は
現
代
版
兎
と
亀「
ペ
ッ
ト

の
家
出
」で
す
。大
き
な
声
で
台
詞
を

し
ゃ
べ
り
、間
で
カ
セ
ッ
ト
で
音
楽
を

入
れ
、面
白
お
か
し
く
人
形
を
操
り

と
全
く
の
重
労
働
で
す
。会
場
は
若

い
親
子
連
れ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。子
ど
も
達
は
人
形
の
動

き
に
一
喜
一
憂
。終
っ
て
舞
台
装
置
の

裏
か
ら
出
て
き
て
挨
拶
す
る
菊
屋
さ

ん
の
顔
は
赤
く
上
気
し
て
い
て
、こ
れ

が
一
座
の
名
前
の
由
緒
か
な
と
納
得
。

拍
手
す
る
大
人
も
子
ど
も
も
大
に
こ

に
こ
。

　

菊
屋
さ
ん
が
人
形
劇
に
心
引
か
れ

た
の
は
30
才
も
過
ぎ
た
頃
、大
阪
狭

山
市
の
公
民
館
で
開
か
れ
た
親
子
人

形
劇
入
門
講
座
修
了
生
の
発
表
公
演

で
し
た
。こ
れ
こ
そ
親
子
で
楽
し
め
る

演
劇
形
式
だ
と
感
じ
て
、人
形
劇
団

「
赤
い
り
ん
ご
」の
立
ち
上
げ
に
参
加

入
団
し
て
公
民
館
で
稽
古
を
続
け
、

公
民
館
祭
や
文
化
祭
で
上
演
。次
々

に
活
動
が
広
が
り
、近
隣
の
幼
稚
園
・

保
育
所
・
子
供
会
、福
祉
施
設
へ
の
出

演
が
増
え
、そ
の
頃
劇
団
代
表
に
推

さ
れ
活
動
も
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。長
野
県
飯
田
市
で
の
人

形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
国
大
会
、国

際
花
と
緑
の
博
覧
会
、国
民
文
化
祭

ち
ば
等
に
連
続
し
て
出
演
。そ
の
名

を
上
げ
て
N
H
K
テ
レ
ビ
で
も
紹
介

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。し
か

し
菊
屋
さ
ん
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
止
ま

る
こ
と
を
知
ら
ず
、「
プ
リ
ン
プ
リ
ン

チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
」な
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

チ
ー
ム
を
結
成
。各
種
催
事
に
参
加
、

更
に
桂
春
団
治
一
門
の
桂
蝶
太
に
師

事
し
、落
語
の
稽
古
を
始
め
、菊
乃
家

り
ん
ご
の
芸
名
で
狭
山
落
語
会
に
入

会
高
座
に
上
り
、更
に
南
京
玉
す
だ

れ
と
色
物
に
も
手
を
染
め
、落
語
の

弟
子
菊
乃
家
姫
り
ん
ご
、蜜
り
ん
ご
、

り
ん
ご
ア
メ
3
人
で
菊
乃
家
笑
女
隊

を
結
成
、一
端
の
芸
人
家
業
。そ
ん
な

菊
屋
さ
ん
の
裏
の
顔
？
実
は
こ
ち
ら

が
表
の
顔
な
の
か
、ち
ょ
っ
と
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
す
。昭
和
57
年
か
ら
平
成
19

年
ま
で
近
畿
大
学
医
学
部
精
神
神
経

科
学
教
室
教
授
秘
書
、そ
の
間
精
神

保
健
士
取
得
、老
人
性
痴
呆
疾
患
セ

ン
タ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
精
神

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ベ
テ
ラ
ン
な
の
で

す
。こ
ん
な
に
多
く
の
面
を
持
つ
菊
屋

さ
ん
と
は
ど
ん
な
性
格
の
人
な
の
か

人
形
劇
団
の
団
員
さ
ん
達
に
聞
い
て

み
た
ら
、一
斉
に
合
唱
で
返
っ
て
き
た

の
は〝
可
愛
い
人
〞で
し
た
。そ
こ
で
本

人
に
聞
き
ま
し
た
。全
部
ま
と
め
て

何
と
呼
ば
れ
た
い
で
す
か
…
…
暫
く

間
が
あ
っ
て「
女
優
と
呼
ん
で
」と

ポ
ー
ズ
。劇
団
員
達
の
言
葉
、納
得
で

し
た
。そ
し
て
一
笑
、「
め
ざ
す
は
元
気

な
大
阪
の
ス
ー
パ
ー
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

す
。そ
の
為
に
も
っ
と
も
っ
と
沢
山
の

笑
顔
に
会
い
に
行
き
ま
す
の
で
し
っ
か

り
笑
っ
て
下
さ
い
。笑
う
こ
と
は
最
高

の
健
康
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
す
よ
！
」ま

だ
ま
だ
元
気
な
菊
屋
さ
ん
、夢
を
抱

い
て
い
る
間
、人
は
老
い
な
い
と
云
い

ま
す
。

プ
ロ
フィ
ー
ル

菊
屋
敏
子（
芸
名
・
菊
乃
屋
り
ん
ご
）

人
形
劇
団
赤
い
り
ん
ご
主
宰
・
精
神
保
健
福
祉
士

主
な
活
動
歴

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
国
大
会（
長
野
県
飯
田
市
）

国
際
花
と
緑
の
博
覧
会（
い
ち
ょ
う
館
）

第
６
回
国
民
文
化
祭
ち
ば（
千
葉
県
松
戸
市
）

N
H
K
テ
レ
ビ（
ワ
イ
ド
近
畿
い
き
い
き
マ
イ
タ
ウ
ン
）出
演

大
阪
狭
山
市
女
性
問
題
懇
話
会
委
員

セ
ル
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
講
師

「
お
父
さ
ん
の
た
め
の
子
育
て
講
座
」開
催

昭
和
60
年 

狭
山
町
教
育
委
員
会
文
化
功
労
賞
受
賞

昭
和
61
年 

大
阪
府
知
事
文
化
奨
励
賞
受
賞

人
形
劇
団
赤
い
り
ん
ご
主
宰

大阪狭山に生きる人
interview with people

「
い
つ
も
元
気
や
ね
」「
な
ん
で
そ
ん
な
に
元
気
な
ん
？
」「
人
前
で
笑
わ
れ
て
い
る
か
ら
か
な
」

今
号
ご
紹
介
す
る
の
は
、街
に
笑
顔
を
作
る
人
、人
呼
ん
で
大
阪
狭
山
の
笑
芸
人
、菊
屋
敏
子
さ
ん
で
す
。

と

し
ょ
う
じ
ょ

い
っ
ぱ
し

か
お
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A

さやかミニ落語会さやかミニ落語会

　みなさんこんにちは！寒い季節がやってきましたね。今回はそんな寒さに負けず、大阪狭山市と堺市の
境界あたりまで自転車を走らせてきました♪
　すると、写真のような「謎の青い塔」を発見しました。場所は山本北にあるハイツの中にあります。写真
ではなかなか伝えることが難しいのですが、デザイン性といい、大きさといい、目立つ建物でありました。
実は、この「謎の青い塔」はこのハイツの給水塔だったのです！昔の団地にはこういったさまざまなデザイ
ンの給水塔がよくあったのですが、今となっては加圧式が普及しているため、見られなくなってきました。
　何気なく見る景色・建物には歴史や生活と密接に関係していることがあります。
　みなさんもぜひ、何気なく見る景色のなかで面白いもの、不思議なものを見つけて調べてみてはいかか
ですか。

前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、描
い
た
子
ど
も
を
見
て
愛

お
し
さ
が
伝
わ
っ
た
と
し
た
ら
す
ご
い
や
ん
、な

ん
て
勝
手
に
解
釈
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
自
由
気
ま
ま
に
好
き
な
も
の
を
好
き

な
よ
う
に
描
い
て
き
ま
し
た
。形
も
色
も
自
分
ス

タ
イ
ル
で
。「
う
ま
い
な
あ
」と
か「
上
手
や
ね
」な

ん
て
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、時
折「
な
ん
か
、ほ
っ
と
す
る
ね
え
、あ
な

た
の
絵
を
み
て
い
る
と
」「
ま
た
、瑞
江
ワ
ー
ル
ド

に
会
え
た
」な
ん
て
言
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
く

て
、ず
っ
と
こ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
と
描
き
続
け
て

行
こ
う
と
思
え
る
瞬
間
で
す
。今
ま
で
に
出
会
え

た
画
家（
絵
）で
惹
か
れ
た
の
は
、三
岸
節
子
、ク

リ
ム
ト
、モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
、エ
ゴ
ン
シ
ー
レ
。何
な
ん

で
し
ょ
う
か
。私
に
は
出
せ
な
い
強
い
印
象
、メ
ッ

セ
ー
ジ
、か
な
。そ
し
て
児
童
が
描
い
た
無
邪
気
な

絵
。屈
託
も
欲
も
な
い
、素
直
で
そ
れ
こ
そ
ホ
ッ
と

し
ま
す
。大
人
は
、な
か
な
か
素
直
に
は
な
れ
な
い

で
す
か
ら
。

　
今
後
の
目
標
は
、描
き
た
め
た
絵
を
大
好
き
な

人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
語
り
合
え
る

時
間
を
作
る
こ
と
、ほ
の
ぼ
の
と
し
た
絵
本
を
作

る
こ
と
。 

で
き
た
ら
い
い
な
…
…
。

　
ん
ー
、私
が
自
慢
で
き
る
も
の
、ん
ー
、何
か
あ

る
か
な
あ
と
考
え
た
け
ど
…
。こ
れ
と
い
っ
て
特

別
な
も
の
は
何
も
無
い
。た
だ
特
別
な
こ
と
で
は

な
い
け
れ
ど
、三
人
の
子
ど
も
達
が
そ
れ
ぞ
れ
に

独
立
し
て
家
庭
を
持
ち
、泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し

な
が
ら
、日
々
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
。孫
八
人
が
す

く
す
く
育
っ
て
い
る
こ
と
。自
慢
で
は
な
い
け
れ

ど
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
、子
育
て
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
ろ
か

ら
始
め
た
油
絵
も
、特
別
自
慢
で
き
る
も
の
で
は

な
い
け
れ
ど
、キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
い
る
と
き

は
熱
い
思
い
で
筆
を
と
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

目
に
し
た
も
の
で
表
現
し
た
い
と
感
じ
た
も
の
は

終
始
頭
の
中
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
ま
す
。

　
長
女
が
四
歳
の
時
に
描
い
た
絵
が
、あ
ま
り
に

も
可
愛
く
て
素
敵
だ
っ
た
の
で
、絵
を
描
く
機
会

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
教
室
に
連
れ
て
い
っ
た
の

が
、私
が
絵
を
描
き
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。か
れ

こ
れ
三
十
五
年
経
ち
ま
す
。子
ど
も
以
上
に
私
の

方
が
絵
を
描
く
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
愛
お
し
く
て
、そ
の
姿
を
描
い

て
い
た
時
期
、あ
る
先
生
に「
子
ど
も
が
可
愛
く

て
描
い
た
っ
て
の
は
わ
か
る
け
ど
…
」後
の
言
葉

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、そ
の
先
は
察
し
が
つ
き
ま

し
た
。も
っ
と
し
っ
か
り
勉
強
し
な
さ
い
と
。随
分

エッセイEssay

「
絵
を
描
く
」

色
も
形
も
思
い
の
ま
ま
に

よ ん こ ままん が

バレンタインの男の子
作：堀内美穂（帝塚山学院大学卒業生）

謎の青い塔の正体は？
クルマで走ってちゃ見逃してしまう、そんな大阪狭山市の魅力スポットをナビゲート！

de

10
年
の
挑
戦
、ふ
わ
ふ
わ
の
ハ
ン
バ
ー
グ

　
陶
器
の
大
皿
に
乗
っ
た
小
ぶ
り
の
フ
ラ
イ
パ
ン
、中

に
ふ
わ
っ
と
焼
き
上
っ
た
熱
々
の
ハ
ン
バ
ー
グ
。ぷ
っ
く

り
ふ
く
ら
ん
だ
焼
き
肌
に
ナ
イ
フ
を
入
れ
る
と
強
い
肉

の
弾
力
、そ
し
て
こ
ぼ
れ
出
る
肉
汁
。横
に
添
え
ら
れ

た
季
節
野
菜
の
色
目
が
美
し
い
。セ
ッ
ト
の
ス
ー
プ
は

オ
マ
ー
ル
海
老
の
香
り
、そ
し
て
炊
き
た
て
の
白
い
ご

は
ん
が
湯
気
を
た
て
て
い
る
。も
う
食
べ
る
し
か
な
い
。

特
別
ラ
ン
チ・ハ
ン
バ
ー
グ
9
2
0
円（
税
別
）（
シ
ー

フ
ー
ド・オ
ー
ジ
ー
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
の
セ
レ
ク
ト
可
）

シ
ェ
フ
渾
身
の「
天
国
に
一
番
近
い
ハ
ン
バ
ー
グ
」も
お

試
し
あ
れ
。

リポート
グルメ
大阪狭山市

三
谷 

瑞
江

大
阪
狭
山
市
美
術
協
会
会
員

8 3

B

5

4 1

7 2

C

PRESENT QUIZPRESENT QUIZ

問題制作

※「さやま検定」に
　ヒントがあります。

さやま未来プランナー

ハガキにクロスワードパズルの答え、希望の商品名・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号「AGUA」についてのご感想を明記のうえ、次の宛先
までご応募ください。応募者（正解者）多数の場合は抽選になります。なお、当選者の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。締切
は3月20日（当日消印有効）。〒589-0005大阪狭山市狭山1-875-1 公益財団法人大阪狭山市文化振興事業団「AGUAプレゼント」係へ

応募
方法

賞

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

A 賞B 賞C

2017年

レストラン
SAYAKA
レストラン
SAYAKA
（SAYAKAホール・4F）（SAYAKAホール・4F）

たこ焼き（2人前）
お食事券

3名様プレゼント

さやま未来プランナー　瀬尾翔悟
鉄瓶の

ほねぶと落語会
2017年

〒589-0011
大阪府大阪狭山市半田2-224-61
TEL：072-366-3433
ランチタイム 11:30～14:30
ティータイム 17:30～22:00
定休日：月曜日

3組6名様
ペアチケット

プレゼント

N
N

南
海
高
野
線

南
海
高
野
線

今
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン…

チ
ョ
コ
も
ら
え
る
か
な

昼
休
み

あ
、お
に
ぎ
り
だ
。

何
味
な
の
？

あ
、え
ー
っ
と

カ
カ
オ
味
！

チ
ョ
コ…

ほ
し
い…

？お
か
か
味
！！

カ
カ
オ…

？

ち
が
っ…

そ
わ

そわ

《タテのカギ》
❶ 別名「豚の饅頭」と呼ばれる花は
❷ ブナ科の常緑高木の総称、
　 初夏に開花し、実はドングリになる
❸ 狭山池をきれいにする市民活動
　 ◯◯◯◯アクション（英語）

《ヨコのカギ》
❹ 狭山池からの出土品として採取された◯◯◯の蓋
❺ 狭山神社に参拝する参道は表と◯◯の2本
❻ 南海高野線の昔の愛称、りんかん◯◯◯◯◯
❼ 大阪狭山市が「グリーン水素シティ」を
 　目指して立ち上げた株式会社は
 　◯◯◯◯ for SAYAMA（フランス語）
❽ その昔「少年よ大志を抱け！」という名言を残した
 　北海道大学の外国人教授の名前は◯◯◯◯博士

東京大衆歌謡楽団
コンサート

～昭和初期の名曲を唄う～

前号の答えは、「コルク」でした。

鉄板ダイニング

西除川西除川

←至R310←至R310

狭山神社
●

狭山神社
●

パスト
●

パスト
●

サンドラッグ
  ●
サンドラッグ
  ●

夢元

オーナーシェフ 岡本荘也オーナーシェフ 岡本荘也

2016.11/1～2017.1/30まで行われていた狭山池イルミネーションのイベント名

A～Cを並び替えて
できる言葉は？ まつり

ヒント

【山本北「たんぽぽの丘」から見た青い塔】【山本北「たんぽぽの丘」から見た青い塔】

215 日 154 土

場所／小ホール
　　　（全席指定）
開演／14：00
※開場は開演の30分前
前売／3,000円
（当日500円UP）
出演／東京大衆歌謡楽団

場所／大会議室
　　　（全席自由）
開演／14：00
※開場は開演の30分前
前売／1,000円
（当日200円UP）
出演／笑福亭鉄瓶・
　　　桂文五郎・露の眞

金
剛
駅

10AG UA  v o l . 911 AG UA  v o l . 9


